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１．はじめに 

 

 1995 年に発生した阪神淡路大震災以降，地理情報の

情報化（デジタル化）が推進され，電子地図を用い様々

な 空 間 情 報 を 相 互 利 用 す る GIS(Geographic 

Information System)が開発され，自治体における様々

な取り組みや活用事例が集まりつつある 1)2)。また総務

省が「u-Japan 政策」を推進し，ユビキタスネットワ

ーク社会の実現を目指して ICT 技術の進歩は目覚まし

い。このような中で，2007 年には地理情報空間活用推

進基本法 3)が成立し，高度地理情報空間活用社会を目

指して 2008 年には地理空間情報活用推進基本計画 4)

が国土交通省より発表されており，社会基盤整備をす

る土木業界にとって，GIS は今後の業務の中で重要な

位置づけになると予想される。従って，これからの土

木業界を担う技術者教育の中で GIS を取り上げること

は有効である。さらに，現在ではデジタルカメラ（以

下，デジカメと称す）の活用も進んでおり電子納品な

どにも指定されている。このデジタル写真には，内部

データとして GPS による位置情報データを埋め込むこ

とが可能で，位置情報が埋め込まれたデジタル写真と

市販の電子地図ソフトを使うことで，画像情報も含め

たマップの作成が可能である。そこで本論文では GPS

ロガーとデジタル写真，GIS を用いた防災をテーマに

した教育の実践例を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．位置情報データとデジタル写真との連携 

 

 デジカメで撮影したデジタル写真には Exif 情報が

埋め込まれている。日本では JEITA（電子情報技術産

業協会）が「ディジタルスチルカメラ用画像ファイル

フォーマット規格」として公開しており，現在の新し

いバージョンでは Exif2.21 となっている 5)。図２に

Exif 情報の一例を示すが，機種名やシャッター速度な

ど，撮影に関する様々な情報が記録されており，これ

らはタグ(Tag)と呼ばれるデータで分類されている。 

 

抄録：本論文では GIS を用いた演習科目の実践例について報告する。ICT 技術の進歩に伴

い地理情報の情報化が推進され，電子地図上で様々な空間情報を相互利用する GIS システ

ムの活用が自治体レベルでも進められている。2007 年の地理情報空間活用推進基本法に

基づき，国土交通省は地理空間情報活用推進基本計画を 2008 年に発表し，社会基盤整備

をする土木業界でも GIS は今後の業務の中で重要な位置づけになると予想される。そこで

防災をテーマにした演習プログラムの中で，GIS や ICT 技術を活用した教育プログラムを

実施した。その結果，GIS は演習での様々な検討で有効に活用できるソフトであることが

分かった。 
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図-１ GPS データとデジタル写真の連携 
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この Exif 情報には露出などの

撮影情報の他，GPS データ（GPS 

IDF）も記録可能でジオタグ(Geo 

Tag)とも呼ばれている。このタ

グのつけ方は，GPS ロガー（図

３）によるログデータを用いて，

撮影した写真と位置情報を撮影

時間で同期しデジタル写真に位置情報を追加する。撮

影時間は秒単位まで記録されているため，ある程度正

確な同期が可能であり，付随する WEB 上の地図画面で

修正もできる。今回使用したソフトの画面を図４に示

す 6)。位置情報が埋め込まれたデジタル写真は，市販

の電子地図ソフト上にドラッグすると，位置情報の場

所に写真を表示することができ，旅行記録などで一般

でも活用されている。ただし注意点としては，使用前

にデジカメの時間設定と GPS ロガーの時間を合わせて

おく必要がある。この場合は，GPS ロガーの時間を基

準にすればよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．GIS を活用した防災教育プログラム 

 

 このようなツールを活用し，GIS の仕組みをとりこ

んだ防災をテーマにした教育プログラムを設定した。

講義科目は 5 年生の土木設計演習であり，演習テーマ

は「日奈久地区防災計画～安全・安心な暮らしを守る

ために～」とした。これは本校で平成 19 年度より取り

組んでいる現代 GP プログラム「地域温泉街再生と共同

したエンジニア教育～地域社会・文化等重視する新し

い『社会デザインエンジニア』の育成～」の一環でも

ある。今回の演習の目的を以下に示す。 

① 八代市の地域防災計画を調べ，行政の危機管理

体制と考え方を知る（防災計画）。 

② GPS ロガーと地図ソフトを活用して，GIS システ

ムの概略を知る（GIS）。 

③ 実際の街を調査して街の現状を知り，防災面の

必要性を認識する（街づくり）。 

④ 地域への防災対策の啓発方法を考える（防災計

画）。特にブロック塀の存在に注目した。 

⑤ グループワークにより，情報共有と合意形成の

プロセスを体験し，プレゼンで成果を発表する

（コミュニケーション能力）。 

 以上のように，土木分野で重要な防災についての知

識と，計画や考え方などの知識を修得し，防災計画の

考え方を学ぶことを目的としている。演習の実施方法

としてはグループワークとし，メンバー間のコミュニ

ケーション能力や合意形成の実践を行った。使用する

ハードウェア，及びソフトウェアを図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

図-６ 今回使用した器具とソフト 

 これらの演習を実施するフィールドは八代市の南部

に位置する日奈久温泉街とした。ここは平成 21 年度に

開湯 600 周年を数え

る歴史のある温泉街

であるが，最近は観

光客も減少している

街である。さらにす

ぐ横には日奈久断層

があり，海岸にも面

しているため防災，

特に地震に関しては

住民の意識が高い模

様である。しかしな

がら，行政を始めと

図-４ ジオタグをつけるソフト例 6)

（GeoSetter） 

Google マップ 

GPS による移動軌跡のファイル 

写真のプレビュー 

写真ファイル 

【地図ソフト】 くまもと GP マップ（熊本県）7)
 

         Super マップる ver.9（昭文社） 

【GPS ロガー】 m-241（Holux 社製） 

【位置情報同期ソフト】 GeoSetter（フリーソフト）6)
 

【その他】 メジャー，デジカメ，画像処理ソフト，他 

図-３ GPS ロガー 

図-２ デジカメの写真と Exif 情報 

(a)撮影した画像 
(b)Exif 情報 

図-５ 追加されたジオタグ（GPS IFD） 

八代高専 

日奈久温泉 

約 5km南下 

図-７ 日奈久温泉の位置 

日奈久断層 

八
代
海 
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して具体的な防災体制についてはこれといった取り組

みが少なく，古い民家や旅館もあることから，防災の

意識を高める啓発行動は必要な場所である。 

 また，今回は地震被害として危険構造物として，ブ

ロック塀を想定してみた。八代市が策定している「八

代市地域防災計画（平成 20 年度版）」でも，「第 2

章災害予防計画」の「第 6節地震災害予防対策」の中

にブロック塀対策を掲げている 8)。国内で発生した規

模が大きな地震でもブロック塀の倒壊により死傷者が

出ており，ブロック塀は，その所有者が意識を持って

対策をとる必要性がある構造物である。さらに倒壊に

より道路が塞がれるなどの被害も想定されることから，

避難路の観点と地震対策の啓発の観点での検討を行う

ためにブロック塀に着目した。 

 

４．実施報告 

 

 今回の演習では，まず導入教育として演習内容や目

的，これまでの地震と地震被害，GIS について講義を

行った。地震の基礎知識の他，地震被害に関しては，

どのような被害があったのかを過去の震災データを使

いながら講義し，地震の規模や被害例を中心に紹介し

た。特に今回の演習では，日奈久には細い道が多く，

その道が生活道路や通学路として使用されており，道

路と住宅の境にブロック塀が積まれているケースがあ

る点を考慮して演習内容を設定し，全体を３グループ

に分け，それぞれの作業内容の分担を表１のように設

定した。この中で，本論文では A 班が実施した内容に

ついて紹介する。 

表-１ グループ分けと作業内容 

グループ  作業内容 

【A 班】プランニ

ング班（4名）  

被災した日奈久地区の住民が避難場所

に集合できる経路を検討する。 

【B 班】小学校班

（2名） 

小学生が登下校中に被災した場合の行

動指針を作成する。 

【C班】ブロック塀

班 （3名） 

ブロック塀の危険性を示し，耐震上効果

的な対策方法を検討する。 

 

(1)GIS によるブロック塀分布図の作成 

 実際の街並みを確認

して街の雰囲気やブロ

ック塀の様子を調査す

る目的で現地調査を行

った。調査には，図８

に示すような調査要領

と担当箇所の地図を配

布し，ブロック塀の場

所と高さなどを調査し

た。調査後にブロック

塀の分布図を GIS ソフト「くまもと GP マップ」で作成

した。基本地図に図形情報としてブロック塀の分布図

と道路幅，八代市指定の避難施設をレイヤーに分けて

入力し，道路幅を色分けをして入力した。完成した分

布図を図８に示す。このようにマップ上に分布図を重

ね合わせることで，道路情報とブロック塀の情報が重

ねて表示させることができ，これらのデータをベース

にして危険個所や避難経路の検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例えば，地震が発生して住民の避難が必要になった

場合，八代市が指定している避難施設に安全に移動す

る必要がある。余震によるブロック塀の倒壊の恐れな

ども考慮すると，避難時はある程度開けた道路を中心

にして移動すべきであり，その検証が道路幅とブロッ

ク塀の高さなどで検証可能である。また，緊急輸送道

路の設定も道路幅の分布図より可能であり，防災計画

として活用することもできる。このように GIS ソフト

を活用することで地図上での検証も効果的になり，さ

らに学生には GIS の有効利用と，実測調査の重要性を

伝えることができたと考えられる。 

(a)道路幅の分布図（数字は道路幅） 

(b)ブロック塀の分布図（数字は塀の高さ） 

(c)分布図を重ね合わせた図（拡大） 

図-９ 作成した分布図 
５Ｃ土木設計演習 

現地調査（その２） 

1.  目 的 

演習テーマである「日奈久地区防災計画（安心・安全なくらしを守るため

に）」を立案するにあたり、日奈久町内を縦横する路地部について既存壁面

調査（ブロック壁、石壁等）を実施します。これらの調査記録は今後作成す

る「ブロック塀分布図」の基礎資料とします。 

 

2.  範 囲 

各班の調査範囲は、つぎの町内とします。 

１班（２名）：浜町地内   ２班（２名）：東町地内 

３班（２名）：中町地内   ４班（３名）：上西町・中西町地内 

 

3.  手 順 

① 調査範囲内における各路地幅を測定します（1 本の路地に対して 1 箇所以

上）。路地幅は、両側の壁から壁までとします。  

 

② 路地の様子がわかる写真を撮影します（各路地に対して１～２枚程度）。 

 

 

③  路地に沿って立つ全ての壁面について区間と高さ、種類（ブロック、石）

を地図に記録します（板壁やフェンス、生垣の場合は記録しない）。 

尚、壁面高は、路地面から天端までとします。 

 

記録例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.  注意事項 

① 民地には、絶対立ち入らないで下さい。 

② ＩＤカードを持参し、何か尋ねられた場合は、提示してください。 

③ 調査時間は、１６時１０分までとし、その後ＪＡ倉庫跡に集合して下さい。 

④ 記録した地図と写真は、次回の授業までに整理し、全班分の記録資料をい

つでもまとめられるようにしておいて下さい。 

平成 21 年 5 月 13 日  

図-８ブロック塀調査指示書 
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(2)GPS ロガーを用いた経路設定 

 作成した分布図をベースに，避難経路の検討を行い，

検討した経路の妥当性を検証するために，GPS ロガー

を携行して経路を実測し状況を確認することにした。

本稿執筆時点では，この調査をする直前であるため，

著者がテストをした結果について報告する。 

 図 10(a)は地図ソフト上に GPS ログ軌跡を取り込ん

だ図である。GPS による位置情報には誤差が含まれて

いるため，道を外れている軌跡が示されているが，ほ

ぼ歩いた軌跡は表示されている。この地図上に途中で

撮影した写真に位置情報を埋め込み，ソフト上に表示

した図が同図(b)である。このように，歩いた軌跡とポ

イントとなる個所の写真を表記することで，初めて歩

く人もマークとなるポイントを地図上で確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の演習での活用法としては，想定した避難経路

を実際に歩いて状況をチェックし妥当性の検証をする

ことや，被災時の危険個所を入力することができる。

また GPS ログには時間も記録されるため，避難場所ま

での所要時間を測定することも可能である。以上のよ

うに，GIS ソフトを中心に，GPS ロガーとデジタル写真

を使うことで整理されたデータで効果的なプランニン

グが可能である。 

 

５．まとめ 

 

 本論文では，GPS とデジタル写真，GIS を活用した防

災教育の事例を報告した。今回の取り組みを通じて得

られた結論を示すと次のようになる。 

(1) GPS ロガーによるログ軌跡を使うことで，実際の

現場を見ながらの避難経路や避難時間の検討がで

きる。 

(2) 調査を実施しながら注意箇所などの写真を記録し

ておくことで，写真を使った効果的なマップの作

成が可能となる。写真の撮影場所の特定も可能で

あり，データ整理に有効活用できる。 

(3) 今回は危険個所としてブロック塀の存在を設定し

たが，危険個所と想定した経路とのチェックが GIS

ソフト上で可能である。 

(4) 簡易的な GIS ソフトを活用したが，今後も土木業

務への活用が見込まれる技術であるため，教育上

のテーマとして取り上げることは有効である。 

また，今後の課題として GIS や GPS データの活用方

法を示すと次のようになる。 

(1) 効果的な防災計画に立案が GIS ソフトの活用で可

能となる。 

(2) 重要施設や設備の GPS による位置情報は記録して

おくことが望ましい。 

(3) GIS ソフトには様々な活用事例があり，現在はま

だ発展途上と考えられる。様々な取り組み事例を

共有し，効果的に利用していくべきと考えられる。 

 なお，本稿執筆時点では今回の演習は進行中である

ため，現時点での取り組みについて報告した。発表時

にはより検討を進めた結果を発表する予定である。 
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(a) 移動した軌跡 

(b) 写真と軌跡の表示 

図-10 テスト調査時の記録 
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